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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章一．　　　　一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章 
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急
激
な
少
子
化
は
、
昭
和
36
年
に

町
総
人
口
の
22
・
６
％
、
７
２
７
７

人
だ
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
平
成

17
年
に
は
２
３
９
１
人
、
総
人
口
の

９
・
０
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
進
む
も

の
と
予
想
さ
れ
、
現
在
、
複
式
学
級

や
学
年
が
１
学
級
と
い
う
状
況
を
生

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
当
町

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
全
国
の
自

治
体
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
学

校
の
適
正
規
模
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
教
育

委
員
会
で
は
学
校
が
お
か
れ
て
い
る

実
情
や
ひ
っ
迫
し
た
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
「
学

校
教
育
活
動
の
在
り
方
」
に
つ
い
て

平
成
18
年
11
月
に
「
高
畠
町
学
校
経

営
計
画
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
な

が
ら
鋭
意
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
時
沢
小
学
校
と
上
和
田

分
校
の
閉
校
に
向
け
て
住
民
の
方
々

の
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
中

学
校
の
再
編
統
合
を
具
体
的
に
検
討

す
る
た
め
に
「
高
畠
町
小
中
学
校
再

編
統
合
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

慎
重
な
審
議
の
下
で
答
申
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
答
申
い
た
だ
い
た
内
容

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
教
育
委
員
会

で
は
中
学
校
の
再
編
統
合
の
基
本

的
な
方
針
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

小
学
校
・
中
学
校

再
編
の
方
針

時
沢
小
学
校

上
和
田
分
校
の
閉
校

　

明
治
前
期
に
設
置
さ
れ
た
時
沢
小

学
校
と
上
和
田
分
校
は
地
域
の
方
々

の
支
え
の
下
で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
３
０

余
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

両
校
と
も
全
盛
期
は
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
の
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
20
年
は
時
沢
小

学
校
全
校
児
童
12
人
（
全
学
年
複
式

学
級
）、上
和
田
分
校
（
１
、２
年
生
）

10
人
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

閉
校
後
の
校
舎
の
利
活
用

　

時
沢
小
学
校
と
上
和
田
分
校
閉
校

後
の
校
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
は
、
地
域
の
方
々
が
真
に
望

む
施
設
の
活
用
策
を
探
る
こ
と
に
な

り
、
具
体
的
な
作
業
は
平
成
21
年
度

か
ら
進
め
る
予
定
で
す
。

小中学校の再編統合について

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
に

あ
っ
て
は
地
区
毎
に
１
校
設
置
す
る

こ
と
の
方
針
を
受
け
、
時
沢
小
学
校

お
よ
び
上
和
田
分
校
の
閉
校
に
向
け

て
校
区
内
の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
平
成
22
年
３
月
を
も
っ
て
閉

校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
校
後
、
時
沢
小
学
校
は
屋
代
小

学
校
へ
統
合
し
ま
す
。
ま
た
、
上
和

田
分
校
児
童
は
本
校
で
あ
る
和
田

小
学
校
へ
通
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

町
内
４
つ
の
中
学
校
生
徒
は
、
全

校
で
７
９
７
人（
平
成
20
年
度
現
在
）

と
い
う
状
況
で
す
。
平
成
32
年
に
は

町
内
の
中
学
校
生
徒
数
が
６
１
７
人

ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
第
一
中
学
校
と
第
三
中
学

校
の
両
校
舎
は
、
昭
和
33
年
に
鉄
筋

コ
ン
リ
ー
ト
造
に
よ
る
工
法
で
建
設

さ
れ
て
お
り
、
築
後
50
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
は
何
よ
り
重
要
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

中
学
校
の
状
況

町内全中学校生徒数の推移

平成20年度 平成21年度 平成25年度 平成30年度 平成32年度

１学年
244人

２学年
271人

３学年
282人

１学年
238人

２学年
244人

３学年
271人

１学年
248人

２学年
258人

３学年
257人

１学年
208人

２学年
222人

３学年
234人

１学年
204人

２学年
205人

３学年
208人

計617人
計664人

計763人計753人
計797人

※出生数より予測
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【目　的】

　　児童、生徒が安心して、安全に通学することを目的に、高畠町に居住する遠距離から通学する児

　童、生徒のための遠距離通学対策を講じるために行うものです。

【遠距離の基準】

　　現状に即した対応をするために、原則として遠距離の基準を次のようにします。

　　　小学校児童にあっては、おおむね通学距離が２km以上

　　　中学校生徒にあっては、おおむね通学距離が４km以上

　　ただし、地勢や気象、交通等の諸条件ならびに通学距離の児童生徒に与える影響を考慮し、実情

　に即した判断をします。

　　また、児童にあっては２km以上、生徒にあっては４km以上とするが、距離計測計算地点は、集

　団登校の実情から考え原則としておおむねその集落内の中心的地域（集合場所）とします。

　　なお、中学校にあっては当分の間、現行通りとします。

【遠距離通学対策の方法】

　　遠距離通学対策については、既存の保育園児送迎バスやデマンド交通による児童、生徒の送迎や

　委託方式によるスクールバスの運行に加え、直営によるスクールバスの運行により対応します。

　　運行ルートについては、地域の実情に即して対応します。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
不
審
者
の

出
没
や
熊
や
猿
な
ど
の
野
生
動
物
が

通
学
路
に
出
没
、
通
学
時
の
交
通
安

全
な
ど
、
昨
今
の
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
悪
化
に
か
ん
が
み
、
こ

れ
ま
で
あ
っ
た
「
高
畠
町
遠
距
離
通

学
対
策
計
画
」
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
該
当
す
る
児
童
生
徒

の
通
学
に
あ
っ
て
は
順
次
通
学
バ
ス

を
運
行
し
な
が
ら
安
全
、
安
心
な
通

学
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
冬
期
間
の
通
学
バ
ス
の
運

行
を
始
め
、
和
田
小
学
校
区
の
一
部

お
よ
び
糠
野
目
小
学
校
の
一
部
に
お

い
て
通
年
通
学
バ
ス
を
運
行
し
て
い

ま
す
。

平成18年11月 高畠町学校経営計画検討委員会の設置
平成19年７月 同委員会からの最終報告

（報告要旨）
　・小学校は各地区に 1校設置することが適当
　・中学校は、現在の中学校を統合し、中規模校を設置することが適当
　・中学校給食については、保護者の強い要望に十分配慮して欲しい　　　　　

平成19年８月 教育委員会に最終報告書を報告
平成20年５月 高畠町小中学校再編統合検討委員会の設置（諮問）

（ 諮問内容）
　・小学校および中学校の再編統合案
　・再編統合する場合の児童生徒数のめやす
　・児童生徒の通学の安全対策

平成20年11月 同委員会から答申
（答申要旨）
　◎中学校統合について
　・中学校は、将来の生徒数予測から１校が望ましい
　・互いに競争しながら成長する視点から２校が望ましい
　◎再編統合する場合の児童生徒数のめやすについて
　・小学校は、当分の間、各地区１校の考え方を踏襲する
　◎児童生徒の通学の安全確保策
　・歩くことで体力を強化し、地域の方々と触れ合うことで成長も期待されるので、
　　十分配慮しながら児童生徒の安全確保を優先して欲しい

高畠町遠距離通学対策計画（概要）

小中学校再編統合に係る検討経緯

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

【
二
井
宿
地
区
】
全
地
区

【
和
田
地
区
】
農
業
集
落
排
水
事
業
区
域

　

以
外
の
地
域

【
糠
野
目
地
区
】
小
其
塚
、
三
軒
屋

【
右
記
以
外
】
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び

　

農
業
集
落
排
水
事
業
区
域
以
外
の
地
域
が

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
認
可
区
域
内
で
下
水
道
が

未
供
用
の
場
合
は
、
個
人
に
補
助
す
る
従
来

の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
（
町
生

活
排
水
対
策
事
業
）
に
よ
り
ま
す
。

　

町
が
浄
化
槽
を
戸
別
に
設
置
し
て
維
持
管

理
を
行
い
ま
す
。

  

こ
の
事
業
で
は
、
窒
素
除
去
が
で
き
る
処

理
性
能
の
高
い
『
高
度
処
理
型
浄
化
槽
』
を

設
置
し
ま
す
。

　

建
物
の
新
増
改
築
に
よ
り
浄
化
槽
を
設
置

ま
た
は
汲
み
取
り
ト
イ
レ
か
ら
の
改
造
で
50

人
槽
以
下
が
対
象
で
す
。

●
申
込
受
付
期
間
／
11
月
末
ま
で

●
申
込
方
法
／
申
込
書
は
上
下
水
道
課
に
あ

　

り
ま
す
。
印
鑑
持
参
の
う
え
、
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先
／
こ
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
、

　

そ
の
他
浄
化
槽
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ

　

い
て
は
、
町
上
下
水
道
課
下
水
道
室
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
52
４
４
８
４

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
のの
申
込
受
付

申
込
受
付
をを
開
始
開
始
し
ま
す

し
ま
す

事
業
対
象
地
域

事
業
の
概
要

⑴
工
事
費
の
負
担
区
分
に
つ
い
て

⑴
工
事
費
の
負
担
区
分
に
つ
い
て

⑵
主
な
人
槽
の
分
担
金
と
使
用
料
金

⑵
主
な
人
槽
の
分
担
金
と
使
用
料
金

①専用住宅

（併用住宅・

   共同住宅含）

②事業所等

③公民館

④公共施設

  対象となる
50人槽以下の建物

浄化槽の
大 き さ

分　担　金　の　額 使 用 料 金
月額（税込）専用・併用住宅 事業所等

５人槽 93,900円 281,700円 3,465円

６人槽
109,500円 328,500円

3,675円

７人槽 3,885円

８人槽
139,200円 417,600円

4,410円

10人槽 5,040円

平
成
平
成
2121
年
度　

町
が
浄
化
槽
を
設
置
し
管
理
す
る

年
度　

町
が
浄
化
槽
を
設
置
し
管
理
す
る

※
使
用
者
は
⑴
、
⑵
の
負
担
区
分
に
よ
り
分

　

担
金
お
よ
び
使
用
料
金
を
納
め
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

個人負担 個人負担町が設置・管理

　公共下水道および農業集落排水事業区域以外の区
域について、町が浄化槽を設置して維持管理を行い、
生活排水による河川等の公共用水域の水質汚濁を防
止し、生活環境の保全を図っていくものです。
　本事業は、公営企業として特別会計を設置し実施
するため、保守点検、清掃および法定検査等の維持
管理についても、より適切な管理の下で浄化槽の整
備促進が図られます。

特定地域生活排水処理事業とは

5

　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

4

安
心
・
安
全
な
通
学
対
策
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町
は
、
平
成
17
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
高
畠
町
地
域
福
祉
計
画
」
に
よ
り
、
地
域
福
祉
施
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
、
計
画
の
中
間
的
見
直
し
を
行
う
た
め
、
第
２
次
計
画（
平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
）に

つ
い
て
高
畠
町
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
検
討
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
計
画
素
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１
．
計
画
策
定
の
趣
旨

２
．
計
画
の
基
本
理
念

３
．
計
画
の
性
格

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

経
済
的
に
も
大
変
厳
し
い
情
勢
が

続
い
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

や
新
た
な
地
域
課
題
も
出
て
い
ま

す
。

　

平
成
17
年
３
月
に
策
定
し
た

「
高
畠
町
地
域
福
祉
計
画
」「
高
畠

町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

「
高
畠
町
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
評
価

し
、
基
本
理
念
を
継
承
し
な
が
ら

も
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
た
中

間
的
見
直
し
を
行
い
、
時
代
に
即

応
し
た
視
点
で
施
策
と
具
体
的
事

業
を
明
示
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
生
活
課
題
達
成
へ
の
積
極
的
な

　

住
民
参
加

⑵
利
用
者
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
実

　

現

⑴
「
第
５
次
高
畠
町
総
合
計
画
」

　

を
福
祉
分
野
か
ら
推
進
す
る
た

　

め
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　

持
ち
、
今
後
ま
す
ま
す
進
展
す

　

る
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し

　

て
、
福
祉
分
野
の
関
連
計
画
と

　

地
域
福
祉
の
面
に
お
け
る
横
断

　

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総

　

合
的
か
つ
計
画
的
に
施
策
を
推

　

進
し
て
い
き
ま
す
。

⑵
社
会
福
祉
法
第
１
０
７
条
の
規

　

定
に
よ
る
市
町
村
地
域
福
祉
計

　

画
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

⑶
町
民
を
は
じ
め
、
行
政
や
ボ
ラ

　

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
福
祉
関

　

係
団
体
、
企
業
な
ど
が
地
域
福

　

祉
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

　

く
う
え
で
の
共
通
指
針
と
な
る

　

も
の
で
す
。

高
畠
町
地
域
福
祉
計
画（
第
２
次
）を

策
定
し
て
い
ま
す
。

基本計画 施　　　策 具体的事業

１．住民主体の福祉コミュ

　　ニティづくりの推進

⑴住民の生活福祉課題の顕在化
　と課題解決の方策

①集落等において福祉を語り、考え、活動に結びつける
　住民の自発的な「学集会」、相談会を拡大継続して開
　催します。
②生活福祉課題の共有化と福祉の認識を高める集落座談
　会を拡大継続開催します。

⑵福祉活動の計画的な推進

①「地区づくり計画」に掲げた取り組みを住民が主体と
　なって実施するよう推進します。
②世代間交流を目的とした定期的なサロン等の開催を通
　じて、住民自治活動（公民館活動）を強化するとともに
　指導者の連携を図ります。
③ボランティアやボランティアグループの養成を図り、
　その活動を支援します。

⑶地域での見守り・支援システ
　ムの構築

①常日頃から、虚弱高齢者、高齢者世帯、障害者世帯な
　どへの見守りと気軽に声をかけあう「なじょしった運
　動」を展開し、「お互いさま」の意識を培います。
②在住外国人の生活を支援し、総合的なインフォメーショ
　ン機能を強化していきます。
③住民一人ひとりが助け合い協力し合う活動を進めてい
　きます。

⑷住民主体のコミュニティ活動
　の活性化と支援

①住民が自治会活動へ積極的に参加する運動を展開しま
　す。
②多様な活動団体の設立支援を図ります。
③担い手となる人材を発掘し、集落内リーダーを育成し
　ます。

基本計画 施　　　策 具体的事業

２．いつまでもときめき
　　輝きつづけるための
　　健康づくり

⑴げんき高畠２１
　（高畠町健康増進計画）の推進

①げんき高畠２１（高畠町健康増進計画）を推進します。

⑵住民主体の総合的な介護予防
　活動の推進

①住民主体の総合的な介護予防事業を推進します。

３．地域で見守り、安心
　　して子育てができる
　　まちづくり

⑴地域住民協働による子育ての
　推進

①平成 17 年３月に策定された「次世代育成支援行動計
　画」の見直しを行い、地域全体で計画的に子育て支援
　を推進します。

②公民館を中心とした「放課後子ども教室」の充実を図
　り、子どもの安全で健やかな活動場所の確保を図りま
　す。

⑵障害のある子どもたちも安心
　して暮らせる地域づくり

①「障害」を正しく理解し、差別や偏見をなくす「心の
　バリアフリー」に取り組みます。

②地域行事や子ども会活動などへの参加を呼びかけ、促
　します。

③障害のある子どもたちが安心して暮らせるよう、教育、
　福祉、保健など各機関が一体となった総合的な支援を
　行います。

４．ニーズに対応した地
　　域包括ケアシステム
　　の確立

⑴各種相談の充実とネットワー
　クの強化

①「地域包括支援センター」による、相談窓口の充実を
　図ります。

②各種相談のネットワークを強化していきます。

③福祉サービスの利用に関する情報提供の充実を図ります。

⑵保健、医療、福祉のネットワ
　ーク体制の強化

①保健、医療、福祉の連携強化を図ります。

②生活圏域毎の地域ケア体制を推進します。

③地域で支え合うネットワークを充実させます。

５．利用者本位の福祉サ
　　ービスの展開

⑴利用者の立場に立った福祉サ
　ービスの充実

①福祉サービス全体の質の向上に努め、第三者評価の推
　進を図ります。

②苦情解決制度の充実を図ります。

⑵権利擁護システムネットワー
　クの構築

①地域福祉権利擁護事業の周知とその利用促進を図りま
　す。

②成年後見制度の周知とその普及に努めます。

⑶虐待を地域で防ぐネットワー
　クの構築

①虐待を未然に防ぐ人権擁護活動を展開します。

②「虐待」防止の情報ネットワーク体制の充実を図ります。

６．安心・安全なまちづ
　　くり

⑴「安心」「安全」な生活環境の
　整備推進

①生活環境のバリアフリー化、ユニバーサルデザインを
　促進します。

②子どもの安全対策（遊び場、通学路）を推進します。

⑵住民と行政の協働による「災
　害」、「犯罪」に強いまちづく
　り活動

①「こども 110 番の家」や防犯連絡員など自主的な防犯
　活動を推進します。

②地域防災計画の見直しと災害時要援護者避難支援プラ
　ンの策定により、地域自主防災組織の強化と正確な防
　災情報の提供、実態に合った防災システムの充実に努
　めていきます。

７．地域の活性化をめざ
　　して

⑴福祉サービスの担い手の拡大
　と住民参加型事業の推進

①福祉サービスの担い手の養成や、福祉サービスを提供
　する NPO活動などに対する町民の理解を深める広報・
　啓発を行います。

②住民参加型福祉サービスの実施団体への情報の提供と
　その支援に努めます。

⑵高齢者や障害のある人たちの
　就労や自立支援の推進

①働く意欲のある高齢者や障害のある人達へ就労や自立
　支援のための就業相談や就業情報の提供に努めます。

②福祉的就労を促進します。

⑷
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
心
的

　

な
団
体
で
あ
る
高
畠
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
の
「
第
２
次
地
域
福

　

祉
活
動
計
画
」
と
連
携
を
図
っ

　

て
い
き
ま
す
。

⑸
各
地
区
公
民
館
が
中
心
と
な
っ

　

て
策
定
し
た
地
区
づ
く
り
計
画

　

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
に
対
す
る
ご
意
見
・

お
問
い
合
わ
せ
は

町
健
康
福
祉
課
福
祉
推
進
室

☎
52
３
５
６
４

◎高畠町地域福祉計画体系図

⑶
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化
の
確
立　

⑷
生
活
関
連
分
野
と
の
連
携

　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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色彩豊かな作品がいっぱい

　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　　　　ＭＡＣＨＩ ＮＯ ＷＡＤＡＩ ＡＲＥＫＯＲＥ　まちの話題あれこれ　　　

元 気に事故のないように寒さ災い吹き飛ばせ

歌 に踊りに笑って元気

癒 しコンサート

回 しにムダなし

好 きこそ上手への近道

　高畠の冬には欠かせない「わらじみこし」。１月 18
日㈰、昭和縁結び通りをメーン会場に行われました。
　晒し姿の若者たちが、長さ４㍍、重さ 400 ㌔を超
す大わらじを担ぎ、沿道から浴びせられる「清めの水」
をものともせず、町内を練り歩きました。
　夜には高さ８㍍のお斎灯に火が入れられ、幻想的な
中、五穀豊穣、無病息災、家内安全を祈りました。

　２月３日㈫、公立高畠病院において「節分コンサー
ト」が開かれました。
　入院している患者さんに元気を出してもらおうと、
看護部が中心となって開催。琴城流大正琴愛好会とま
ほろば民謡愛好会のみなさんが「荒城の月」の演奏や
「おしん音頭」の踊りを披露。
　懐かしい曲に、患者さんたちは一緒に歌うなど楽し
い時間を過ごしました。

　２月 14 日㈰、「第 24 回高畠町なわとび大会」が町
営体育館で行われました。
　今回の大会には小学生 270 人が参加し、30 秒間を
２回跳んで合計の数を競いあいました。

各学年の優勝者は
１年生の部　寒河江　千　畝（高畠小学校）　165回
２年生の部　大　浦　優　斗（屋代小学校）　180回　
３年生の部　寛　野　光　生（糠野目小学校）201回　
４年生の部　相　田　都　妃（高畠小学校）　239回
５年生の部　木　伏　有　希（糠野目小学校）242回※
６年生の部　近　野　祐　太（高畠小学校）　233回

※総合の部優勝・敬称略

　まほろば冬咲きぼたんまつり「たのしい、ぬりえコ
ンクール」がまつりに合わせ行われました。
　今年の応募総数は 390 点で、次のみなさんが各賞
を受賞されました。おめでとうございます。

　【高畠町長賞】　　　　　　　吉　田　瑞　穂 さん
　【高畠町観光協会長賞】　　　舩　山　みなも さん
　【ＪＲ米沢駅長賞】　　　　　大河原　壱　成 くん
　【フォルクローロ高畠支配人賞】
　　　　　　　　　　　　　　白　石　ひろな さん
　【高畠町太陽館賞】　　　　　二　瓶　可夏子 さん

　１月 13 日㈫、交通安全協会高畠支部より高畠小学
校に交通安全旗（横断旗）の贈呈がありました。
　贈呈式では長沢章支部長より「朝ごはんをしっかり
食べて、横断歩道では横断旗と手を高く挙げ、事故の
ないよう元気に渡ってください」とあいさつがありま
した。
　児童代表の羽染和貴くんから「みんなで交通事故の
ないようがんばります」とお礼の言葉がありました。

　２月 15 日㈰、「第 19 回世代交流歌謡フェスティバ
ル・ねほだれ大会」が文化ホールまほらで行われまし
た。
　高畠町民のみならず、町外にも多くのファンを持つ
「ねほだれ大会」。冬の一大イベントとして町に活気を
もたらしています。
　満員になった文化ホールに、観客の笑い声や歓声が
響いていました。
　来年は 20 回目を迎え、記念の大会となります。“世
代交流”ですので、若い方々も奮って参加し、大いに
高畠町を盛り上げましょう！

　２月９日㈪「THE ６TH TAKAHATA TOWN EN-
GLISH SPEECH CONTEST（第６回高畠町中学校
英語弁論大会）」が町中央公民館で行われました。
　生徒たちは落ち着いて日頃学んだ英語力と表現力を
十二分に出していました。
☆審査結果（敬称略）☆
【１年生の部】　１位　大　沼　皓　平（第一中学校）
　　　　　　　２位　安　藤　與　宏（第三中学校）
　　　　　　　３位　古　山　　　遥（第一中学校）
【２年生の部】　１位　黒　澤　瑞　希（第一中学校）
　　　　　　　２位　内　藤　春　華（第二中学校）
　　　　　　　３位　横　山　大　輔（第三中学校）

雪と遊び 雪を楽しむ

　２月８日㈰、「スノーフェスタ２００９」が太陽館
前で開催されました。
　小学生対抗ウルトラクイズでは、１回戦の○×クイ
ズから４回戦（決勝）の早や押しクイズまで、「ニンジ
ンに多く含まれているビタミンは？」「クリスマスツ
リーに使う木は？」の問に降りしきる雪の中必死に答
えていました。
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高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時～19時
土・日曜日・祝日
　９時～17時

＜おはなし会＞
３月14日㈯
10時30分～
町立図書館にて

高畠町立図書館
◎３月の休館日

●は休館日

　今月の「企画展」
『直江兼続が生きた時代』
　大河ドラマ特集第２弾！放送が始まり、注目を
浴びている「天地人」。兼続と、彼が生きた戦国
時代について書かれた本をご紹介します。

図 書 館

★はじまらないティータイム
原田ひ香　集英社

★誘拐児
翔田寛　講談社

★彼岸花
宇江佐真理　光文社

★楽しい！スクラップブッキング
ブティック社

★家庭でできる「農薬・食品添加物」
　の落し方　　増尾清ＰＨＰ研究所
★ファミリーポートレイト
　　　　　　　　桜庭一樹　講談社
　あなたとは、この世の果てまで
いっしょよ。呪いのように。親子、
だもの。ママの名前は、マコ。マコ
の娘は、コマコ。「コマコ、逃げる
わよ」というママの掛け声で、想像
を絶する数奇な運命と物語が動き出
す。

☆おばけのゆびきり
那須正幹　佼成出版社

☆とうさんのあしのうえで
いもとようこ　講談社

☆「おまえだ！」とカピバラはいった
斉藤洋　講談社

☆トランプおじさんとペロンジのなぞ
たかどのほうこ　偕成社

☆あたしが部屋からでないわけ
Ａ．クーテュール　文研出版

☆あいさつ団長
よしながこうたく　長崎出版

　１年２組にやってきた外国人の転
校生。「オハヨ、ゴザマースッ !」と
元気にあいさつして、クラスの人気
者に。リーダーの番長たちは、人気
を取り戻そうと、とんでもないアイ
ディアを思いつき…。あいさつから
始まる友情の物語。

町立 図書館

火
３
10
17
24
31

日
１
８
15
22
29

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

月
２
９
16
23
30

《高畠町文化ホール自主企画事業》 問合せ先／町文化ホール☎（52）４４８９

●開演

① 14:00 ～　② 19:00 ～
　　開場は各開始時間の 30 分前からになります

３/１●日

高畠町文化ホールまほら

小学生以上1,000円（当日1,200円）
※小学生未満のお子様は入場をお断りする場合がございます。

前売券好評発売中

高畠町老人福祉センター／高畠町商工会／
高畠町太陽館／道の駅たかはた／高砂屋
菓子店／平吉弥商店／よねおりかんこう
センター／ブックユニオンたかはた／米沢

サティ／高畠町文化ホール

10

前売券取り扱い

※高畠町文化ホールは２月２８日㈯まで
　その他は２月２５日㈬までの取り扱いになります。

11

【次回〆切り日】
詩・川柳とも

平成21年３月31日㈫まで

次
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題
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」
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」
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に
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子
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泉　

岡　

日

下

艶

子

〃　

花
丸
を
も
ら
っ
た
曾
孫
の
鼻
高
し　
　
　
　

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

〃　

年
輪
を
刻
む
二
人
も
丸
く
な
る　
　
　
　
　

三
条
目　

横

山

進

助

〃　

嫁
姑
丸
く
夕
餉
に
笑
み
が
湧
く　
　
　
　
　

金　

原　

菅

野

信

一

〃　

べ
ん
き
ょ
う
で
ま
る
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
な

亀　

岡　

山

木

風

花（
６
歳
）

客　

派
遣
切
り
丸
め
た
友
の
背
手
を
あ
て
る　
　

亀　

岡　

山

木

由

美

〃　

お
小
遣
い
丸
い
お
金
に
笑え

み顔
が
消
え　
　
　

福　

沢　

吉

田

三

郎

〃　

大
口
を
あ
け
て
恵
方
巻
丸
か
じ
り　
　
　
　

福　

沢　

沖
田
美
佐
子

〃　

一
丸
と
な
り
て
掴
ん
で
金
メ
ダ
ル　
　
　
　

深　

沼　

武
田
勢
津
子

〃　

丸
出
し
の
お
国
言
葉
に
味
が
あ
り　
　
　
　

亀　

岡　

齊

藤

坂

夫

人　

花
丸
を
貰
い
駆
け
出
す
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

地　

丸
い
瞳め

と
笑え

く

ぼ窪
で
和
む
夕
餉
の
灯　
　
　
　

二
井
宿　

御

田

俊

坊

天　

介
護
し
て
心
と
言
葉
丸
く
す
る　
　
　
　
　

安
久
津　

佐
藤
タ
カ
子

軸　

人
間
の
道
説
く
母
の
背
が
丸
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

選

者

吟

一
、
昭
和
が
遠
く
な
っ
た
け
ど

　
　

い
っ
し
ょ
に
生
ま
れ
た
仲
だ
も
の

　
　

飲
ん
で
く
れ
る
か　

お
れ
の
酒

　
　

味
は
変
わ
ら
ぬ
あ
の
日
の
ま
ま
よ

　
　

人
生　

生
き
て
て
よ
か
っ
た
ね

二
、
昭
和
の
ま
ま
の
面
影
は

　
　

胸
に
た
た
ん
で
今
も
な
お

　
　

そ
っ
と
し
ま
っ
て
思
い
出
す

　
　

呼
ん
で
帰
ら
ぬ
恋
し
い
ま
ま
さ

　
　

人
生
捨
て
ず
に
よ
か
っ
た
ね

三
、
昭
和
し
ぐ
れ
か
名な
ご
り残
雪

　
　

み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う

　
　

今
は
さ
す
ら
い
ひ
と
の
妻

　
　

そ
れ
で
い
い
ん
だ
あ
の
日
の
ま
ま
よ

　
　

人
生
迷
わ
ず
よ
か
っ
た
ね

（
評
）詩
と
い
う
よ
り
歌
謡
曲
風
。「
俺

は
河
原
の
枯
薄
、同
じ
お
前
も
枯
薄
」

（
野
口
雨
情
作
）を
思
い
出
す
。
作
者

も
年
と
と
も
に
枯
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。

　

二
井
宿　

志
賀
ま
つ
子

昭
和
人
生

無
題
二
つ馬　

頭　

渡
部
美
代
子

い
な
ご
取
り

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

初
詣
で

福　

沢　

沖
田
美
佐
子

ガ 

ス

○
わ
ら
屋
根
の

　

軒
に
大
根
干
す
母
を

　

思
い
浮
か
べ
て

　

お
茶
漬
け
食
べ
る

○
雪
の
朝

　

家
も
畑
も
一
面
に

　

化
粧
直
し
て

　

凛り
ん

と
し
て
い
る

（
評
）
自
由
律
俳
句
の
山
頭
火
の
よ

う
な
詩
で
あ
る
。
心
境
が
澄
み
切
っ

て
い
る
。
心
は
も
は
や
微
動
だ
に
し

な
い
。

時　

代　

筋　
　

里　
　
　

山

こ
ん
に
ち
は
ー

ま
ず
い
っ
ぷ
く
飲
ま
っ
し
ぇ

今
の
所
雪
も
少
な
く
て
よ
い
ね

ほ
だ
ね

時
代
も
か
わ
っ
た
も
ん
だ
ね

な
し
て

ほ
だ
っ
て
今　

都
会
か
ら
野
菜
送
っ

て
よ
こ
す
世
の
中
だ
ぜ

　
　

茶
を
飲
み
な
が
ら
こ
ん
な
ご
と

　
　

あ
っ
た
っ
け
ね
ｴ
ー

お
れ
だ
の
時
は

こ
こ
掘
れ
わ
ん
わ
ん
の
よ
う
に

雪
を
掘
っ
て
野
菜
を
食
べ
て
い
た
べ

今
は
ス
ー
パ
ー
さ
何
で
も
あ
る
ん
だ
ぜ

時
代
も
か
わ
っ
た
な
ー

後
を
ふ
り
む
く
な
と
教
え
ら
れ
た
け
れ
ど

聞
い
て
け
ろ
（
涙
が
ぽ
ろ
り
）

出
稼
ぎ
に
行
っ
た
け
な
ー

親
に
金
送
っ
た
け
な
ー

息
子
が
疲
れ
た
と
思
っ
て
ト
ク
ホ
ン

送
っ
て
く
れ
だ
っ
け
な
ー

あ
の
時
は
涙
出
だ
っ
け
な
ー

今
は
若
い
人
に
笑
わ
れ
っ
ぺ
な
ー

　
　

話
は
止
ま
ず
茶
を
飲
ん
で
楽
し

　
　

ん
で
い
た

（
評
）
昭
和
35
年
を
境
に
世
の
中
は

急
変
し
た
。高
度
成
長
で
大
量
生
産
・

大
量
消
費
、
快
速
・
快
適
、
都
市
化
・

情
報
化
の
過
程
で
、
出
稼
ぎ
あ
り
、

農
山
村
の
疲ひ
へ
い弊
、
家
族
の
崩
壊
、
高

齢
化
等
々
あ
り
、
タ
ラ
イ
の
水
を
捨

て
赤
子
ま
で
捨
て
て
し
ま
っ
た
観
あ

り
。
日
本
の
土
台
を
ど
こ
に
据
え
る

べ
き
か
。

学
校
時
代
の
い
な
ご
取
り

あ
の
頃
は
学
校
行
事
で
あ
っ
た
ろ
う

男
の
子
は
栗
拾
い
し
て
怒
ら
れ

女
の
子
は
ほ
め
ら
れ
る
の
が
う
れ
し

く
て
一
生
懸
命
取
っ
た
も
の

こ
の
秋
中
里
ま
で
来
て
い
な
ご
取
り

一
匹
一
匹
つ
か
ま
え
る
の
に

足
腰
痛
く
て
大
変
大
変

そ
れ
で
も
気
持
ち
さ
え
あ
れ
ば

ま
だ
ま
だ
で
き
る

（
評
）
今
昔
往
還
す
る
中
、
気
持
ち

で
頑
張
る
、
ま
だ
若
い
。

年
明
け
て
二
〇
〇
九
年

し
ん
し
ん
と
降
る
雪

耕
福
寺
に
初
詣
で

歩
い
て
い
こ
う
か　

車
で
行
こ
う
か

雪
が
降
る
か
ら
車
で
行
こ
う

後
の
席
に
は
毛
糸
の
服
着
て

ゴ
ン
も
乗
っ
た

カ
ラ
ー
ン
、
カ
ラ
ー
ン
鈴
を
鳴
ら
し

「
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

と
手
を
合
わ
せ
る

又　

静
か
に
雪
が
降
っ
て
き
た
。

（
評
）
ゴ
ン
シ
リ
ー
ズ
の
一
編
、
初

詣
で
の
一
風
景
を
詠
ん
だ
も
の
。

▼作品の送り先は…〒992-0392 大字高畠436 町企画課「文芸欄」まで。川柳、俳句、短歌部門
は部門を明記のうえハガキ１枚に。詩部門については便箋等に記入し、封書にてお送りくださ
い。住所・氏名・電話番号を忘れずにお書きください。なお、川柳は１人２句ずつとします。
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お
知
ら
せ

雪
下
ろ
し
中
の
転
落
事

故
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

除
雪
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　

一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
で
、
体
力

的
・
経
済
的
に
自
力
で
除
雪
で
き
な
い

世
帯
に
対
し
て
、
冬
期
間
の
安
全
を
図

る
た
め
除
雪
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
世
帯
／
①
単
身
高
齢

　

者
世
帯
②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
③

身
体
障
害
者
の
み
の
世
帯
④
そ

の
他
特
別
の
事
情
に
よ
り
町
長

が
認
め
た
世
帯

▼
交
付
要
件
／
①
平
成
20
年
分
の

収
入
が
一
人
世
帯
１
２
０
万
円

以
内
、
二
人
世
帯
１
８
０
万
円

以
内
（
平
成
20
年
分
の
収
入
が
確

定
し
な
い
場
合
は
平
成
19
年
分
）

②
体
力
的
、
金
銭
的
に
自
力
で
除

雪
で
き
な
い
う
え
、
親
戚
・
近
隣

等
か
ら
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い

世
帯   

＊
原
則
、
町
内
に
子
供
が

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
援
金
額
／
３
０
、０
０
０
円
ま
で

▼
申
請
方
法
／
申
請
書
、
除
雪
費

　

請
求
書
ま
た
は
領
収
書
、
課
税

　

台
帳
閲
覧
承
諾
書
を
げ
ん
き
館

介
護
者
講
習
会
の
ご
案
内

　

介
護
食
を
作
る
の
が
大
変
、
も
う

少
し
簡
単
に
作
れ
な
い
？　

食
事
は

３
６
５
日
、
毎
日
の
こ
と
な
の
で
苦

労
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
の
ヒ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
／
３
月
２
日
㈪
13
時
30
分
〜

▼
場
所
／
げ
ん
き
館

▼
内
容
／
講
話「
簡
単
！
介
護
食
の

　

作
り
方
」
た
か
は
た
荘
管
理
栄
養

　

士
中
嶋
香
織
氏 

、
体
操「
身
体
ス

　

ッ
キ
リ
！
軽
体
操
」
町
保
健
師

▼
申
込
締
切
／
２
月
27
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
町
健
康
福

　

祉
課（
げ
ん
き
館
内
）地
域
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー　
　

☎
52
４
４
９
５

　

雪
下
ろ
し
中
の
人
が
屋
根
か
ら
転

落
し
て
亡
く
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し

た
り
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

作
業
を
す
る
際
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
《
安
全
な
作
業
を
す
る
た
め
の
ポ

　

イ
ン
ト
》
①
屋
根
の
雪
の
ゆ
る
み

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
②
安
全
な

　

服
装
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
③
命
綱

　

を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。
④
ハ
シ

　

ゴ
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

　

と
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
⑤
１
人
で

　

の
雪
下
ろ
し
は
止
め
、
家
族
や
近

　

所
の
人
に
知
ら
せ
て
か
ら
行
い
ま

　

し
ょ
う
。
⑥
雪
下
ろ
し
は
重
労
働

　

で
す
。
体
調
の
悪
い
と
き
な
ど
無

　

理
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
《
家
庭
用
除
雪
機
を
使
用
す
る
際

　

の
注
意
》
除
雪
を
す
る
と
き
は
家

　

族
に
声
を
か
け
、
周
囲
に
誰
も
い

　

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
除
雪
機
の
ト
ラ
ブ
ル
を
点

　

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
締
切
／
３
月
４
日
㈬

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
福
祉

　

推
進
室
（
げ
ん
き
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
３
５
６
４

　

地
域
の
民
生
委
員･

児
童
委
員

　

検
す
る
際
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を

　

止
め
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
級
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
受
講
生
募
集

〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

は
じ
め
の
一
歩
〜

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
こ
と
は
な

い
け
れ
ど
興
味
が
あ
る
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
た
い
け
れ
ど
ど
ん
な
こ
と

を
し
た
ら
い
い
の
か
な
、
と
思
っ
て

い
る
方
々
を
対
象
に
３
回
コ
ー
ス
で

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
／
３
月
６
日
㈮
13
時
30
分
〜

　

12
日
㈭
13
時
〜　

19
日
㈭
10
時
〜

▼
場
所
／
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
切
／
３
月
３
日
㈫

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
社

　

会
福
祉
協
議
会　

☎
52
４
４
８
６

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

体
力
測
定
と
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
体
操
講
習
会

　

自
分
の
体
力
気
に

な
り
ま
せ
ん
か
？　

体
力
測
定
を
と
お
し

て
自
分
の
体
力
を

知
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
楽
し
く
体
を

動
か
し
て
日
頃
の
運

動
不
足
解
消
の
た
め

し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
体
操

を
行
な
い
ま
す
。
皆

講　
　

座

動
物
に
負
け
て
た
ま
る
か
！
た
か
は
た
町

有
害
鳥
獣
対
策
研
修
会

　

地
域
や
生
産
者
が
「
ひ
と
り
で
」

「
み
ん
な
と
協
力
し
て
」
具
体
的
に

取
り
組
む
た
め
の
、
現
場
で
使
え
る

技
術
を
学
び
ま
す
。

自
動
車
の
検
査
・
登
録

手
続
き
は
お
早
め
に
!

　

年
度
末
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。
自
動
車
の
継
続
検
査
、
名
義

変
更
、
抹
消
等
の
登
録
手
続
き
は
、

お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
登

録
手
続
き
に
必
要
な
書
類
の
案
内
は
、

山
形
運
輸
支
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ご
利
用
が
便
利
で
す
。

▼
手
続
き
案
内
／
山
形
運
輸
支
局　

知
っ
て
く
だ
さ
い
!

　

高
齢
者
虐
待
の
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
高
齢
者
へ
の

虐
待
で
す
。

　

○
身
体
的
虐
待
／
暴
力
を
ふ
る
う

　

外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
に
断
つ

　

○
心
理
的
虐
待
／
言
葉
や
態
度
で

　

精
神
的
な
苦
痛
を
あ
た
え
る

　

○
性
的
虐
待
／
本
人
が
い
や
が
る

　

性
的
な
行
為
や
そ
の
強
要

　

○
経
済
的
虐
待
／
財
産
や
お
金
を

　

勝
手
に
使
う
。
正
当
な
理
由
も
な

　

く
お
金
を
使
わ
せ
な
い

　

○
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
／

　

介
護
や
世
話
を
し
な
い
。
ま
た
は

　

結
果
と
し
て
し
て
い
な
い

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ど
ん
な

　

こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
平
日
の
相
談
窓
口
／
町
地
包
括
支

　

援
セ
ン
タ
ー
☎
52
４
４
９
５ 

（
８

　

時
30
分
〜
17
時
）　

　

夜
間
休
日
等
の
緊
急
連
絡
先
／
町

　

役
場　
　
　
　
　
　

52
１
１
１
１

さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
場
所

▼
時
間
／
10
時
〜（
９
時
30
〜
受
付
）

▼
申
込
締
切
／
２
月
27
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
町
社
会
福

　

祉
協
議
会　
　
　

☎
52
４
４
８
６

▼
日
時
／
３
月
６
日

　

㈮
16
時
〜

▼
場
所
／
JA
山
形
お

　

き
た
ま
高
畠
支
店

▼
内
容
／
実
技
研
修

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
花
火

　

で
も
う
ま
く
い
く

　

ポ
イ
ン
ト
・
コ
ツ

　

教
え
ま
す
」　

研

　

修
会
１「
取
り
戻

　

せ
サ
ク
ラ
ン
ボ
!　　　　

　
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
は

　

食
わ
せ
な
い
」　

　

研
修
会
２「
サ
ル

　

追
い
払
い
／
ハ
ク

　

ビ
シ
ン
対
策
に
つ

　

い
て
」

▼
問
合
せ
先
／
町
農

　

林
課
農
政
推
進
室

　
　

☎
52
２
０
８
６

２月28日㈯～３月８日㈰は「子ども予防接種週間」「子ども予防接種週間」ですです
　お子さんの入園・入学を前に、もう一度接種忘れがないか母子健康手帳を確認して、早めに接種するよう
心がけましょう。近隣で予防接種を受けることができる医療機関は下記のとおりです。

 ※ 事前に医療機関に予約連絡をお願いします。　　　　　〇：実施可　×：実施不可

※不明な点がありましたらお問い合わせください。　●問合せ先／町健康福祉課健康推進室☎（52）５０４５

医　療　機　関　名 電話番号
実　　　　　施　　　　　日

２月
28日㈯

３月
２日㈪ ３日㈫ ４日㈬ ５日㈭ ６日㈮ ７日㈯

高
畠
町

金子医院 521100 × ○ × ○ × ○ ×

石井ファミリークリニック 511225 ○午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○午前

南　
　

陽　
　

市

三須小児科内科医院 472071 ○ ○ ○ ○午前 ○ ○ ○

齋藤医院（赤湯） 432550 ○午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○午前

後藤医院 432135 ○午前 ○ ○ ○午前 ○ ○ ○午前

本町クリニック 472777 ○午前 ○ ○ ○午前 ○ ○ ○午前

齋藤内科クリニック 472411 ○午前 ○ ○ ○午前 ○ ○ ○午前

鈴木内科医院 453355 ○午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○午前

永山医院 432568 ○午前 ○ ○ ○ × ○ ○午前

齋藤医院（宮内） 472238 ○午前 ○ ○ × ○ ○ ○午前

佐藤産婦人科医院 472121 ○午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○午前

赤湯小児クリニック 438220 ○午前 ○ ○ ○ ○午前 ○ ○午前

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
３

　

http://w
w
w
.tht.m

lit.go.jp/yg/

　

yg-index.htm

　
　
　
　
　
　
　

地　区 期　日 会　　場

高畠地区 ３月６日㈮ 町営体育館

二井宿地区 ３月11日㈬

各地区公民館
屋代地区 ３月４日㈬

亀岡地区 ３月９日㈪

和田地区 ３月12日㈭

糠野目地区 ３月10日㈫ 生涯学習館
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募　
　

集

　

患
者
さ
ん
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
て
、
命
や
医
療
、
看
護
に
つ
い

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

　

こ
だ
わ
り
の
大
豆
と
糀
を
自
然
塩

で
仕
上
げ
る
、
本
物
の
味
噌
つ
く
り

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
／
３
月
７
日
㈯
10
時
〜

▼
場
所
／
ゆ
う
き
の
里
・
さ
ん
さ
ん

▼
参
加
費
／
１
人
２
、８
５
０
円（
５

　

㎏
程
度
の
完
成
品
）

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
、
完

　

成
品
を
入
れ
る
容
器

▼
申
込
締
切
／
３
月
１
日
㈰

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
ゆ
う
き
の

　

里
・
さ
ん
さ
ん
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
58
３
０
６
０

催　
　

し

▼
募
集
期
間
／
２
月
24
日
㈫
〜
３
月

　

６
日
㈮

▼
募
集
人
員
／
１
人　

▼
雇
用
期
間
／
１
年
間（
更
新
可
）

▼
賃
金
等
／
時
給
７
５
０
円（
年
次

　

有
給
休
暇
、
社
会
保
険
あ
り
）

▼
採
用
方
法
／
作
文
、
面
接
試
験

▼
申
込
方
法
／
履
歴
書
を
送
付
ま
た

　

は
持
参

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
大

　

字
一
本
柳
２
１
１
０
番
地　

㈶
浜

　

田
広
介
記
念
館　

☎
52
３
８
３
８

母
と
子
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
同
士
の
交

流
を
目
的
に
母
と
子
の
つ
ど
い
を
開

催
し
ま
す
。
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
景
品

も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
３
月
１
日
㈰
10
時
〜

▼
場
所
／
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
／
親
子
お
ひ
な
ず
し
作
り

▼
参
加
費
／
大
人
５
０
０
円
、
こ
ど

　

も
無
料

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

▼
申
込
締
切
／
２
月
25
日
㈬

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
高
畠
町
社

　

会
福
祉
協
議
会　

☎
52
４
４
８
６

ひ
ろ
す
け
記
念
館
臨
時
職
員
募
集

防
衛
省
・
自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目
／
①
一
般
幹
部
候
補
生

　

②
一
般
曹
候
補
生
、
③
予
備
自
衛

　

官
補

▼
募
集
期
間
／
①
②
４
月
１
日
〜
５

　

月
12
日
、
③
４
月
13
日
ま
で

▼
試
験
日
／
①
５
月
16
日
㈯
、
②
５

　

月
23
日
㈯
、
③
４
月
18
日
㈯

▼
問
合
せ
先
／
自
衛
隊
米
沢
地
域
事

　

務
所　
　
　
　
　

☎
23
０
０
１
１

味
噌
つ
く
り
体
験
教
室

お
き
た
ま
食
育
フ
ェ
ア
を
開
催

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日
／
５
月
15
日
㈮

▼
会
場
／
公
立
高
畠
病
院

▼
対
象
／
高
校
生
以
上
の
学
生
で
女

　

性
の
み

▼
申
込
締
切
／
２
月
26
日
㈭

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
看

　

護
協
会
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
担
当

　
　

☎
０
２
３（
６
８
５
）８
０
３
３

▼
日
時
／
３
月
８
日
㈰
13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

▼
内
容
／
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
全

　

日
本
代
表
斎
藤
真
由
美
さ
ん
に
よ

　

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
（
２
月
27
日
ま

　

で
要
申
込
み
）、
食
育
パ
ネ
ル
の

　

展
示
、
試
食
コ
ー
ナ
ー
等　

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
置
賜
総
合

　

支
庁
産
業
経
済
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
26
６
０
４
２

森
林
の
利
活
用
講
演
会

　

循
環
型
の
森
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
適
切
な
森
林
管
理
と
木
材
利
用
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
２
月
25
日
㈬
13
時
30
分
〜

▼
会
場
／
ひ
ろ
す
け
ホ
ー
ル

▼
内
容
／
講
演
「
森
林
の
利
活
用
に

　

つ
い
て
」
山
形
県
森
林
研
究
研
修

　

セ
ン
タ
ー
研
究
企
画
部
長　

鈴
木

　

健
治
氏

▼
問
合
せ
先
／
町
農
林
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
１
１
１
３

講 

演 

会

相　
　

談

試　
　

験

　　　　

　ソフトボールの愛好者でつくる「シニア
たかはたクラブ」では会員を募集します。

▼対象／男性57歳以上、女性45歳以上の方

▼練習日・場所（冬季）／毎週水曜日
　14 時～町営体育館

▼申込み・問合せ先／山村（監督）☎52 1020
　滝沢（事務局長）52 0021

シニアソフトボール会員募集

道の駅たかはた３月の展示
　「冬咲きぼたんまつり作品展」
　２月７日から１５日の間に開催された、
「冬咲きぼたんまつり」の作品を展示します。

▼期間／３月１日～３１日９時～ 17 時

▼問合せ先／道の駅たかはた☎52 5433

平
成
21
年
度
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

▼
種
類
／
①
肢
体
②
聴
覚
・
言
語
・

　

平
衡
③
骨
格
構
造
義
肢
等

▼
期
日
／
３
月
５
日
㈭
、
12
日
㈭
、

　

19
日
㈭
、
26
日
㈭
②
３
月
６
日
㈮
、

　

13
日
㈮
③
３
月
26
日
㈭

▼
受
付
時
間
／
①
②
９
時
〜
10
時
30

　

分
③
13
時
〜
14
時
30
分

　

研
修
先
と
雇
用
契
約
を
締
結
し

て
、
賃
金
を
得
な
が
ら
栽
培
技
術
や

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
農
業
研

修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
研
修
期
間
／
４
月
か
ら
１
年
間

▼
対
象
者
／
就
農
希
望
者

▼
研
修
先
／
県
内
の
農
業
法
人
、
先

コ
ロ
ニ
ー
希
望
が
丘
嘱
託
職
員
募
集

身
体
障
が
い
者
来
所
相
談

農
業
研
修
生（
雇
用
型
）の
募
集

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

平
成
21
年
度
教
養
学
部
お
よ
び
大
学

院
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切
／
２
月
28
日
㈯

▼
問
合
せ
先
／
放
送
大
学
山
形
学
習

　

セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
２
３（
６
４
６
）
８
８
３
６

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

　

山
形
労
働
局
で
は
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
に
お
け
る
個
別
労
働
紛
争

（
例
え
ば
解
雇
、
雇
止
め
、
損
害
賠
償
、

い
じ
め
な
ど
）
の
解
決
の
た
め
、
相
談

や
助
言
・
指
導
、
紛
争
調
整
委
員
会
に

よ
る
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

困
り
の
方
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
庁
日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
祭

　

日
を
除
く
）
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼
相
談
・
問
合
せ
先
／
山
形
労
働
局

　

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー（
山
交

　

ビ
ル
３
階
）

　
　

☎
０
２
３（
６
２
４
）８
２
２
６

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室
で
は
、

悩
み
事
や
困
り
事
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
開
庁
日
時
／
月
曜
日
〜
金
曜
日　

　

９
時
〜
17
時

▼
相
談
方
法
／
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

　

リ
、　

手
紙
、
面
接（
法
律
相
談
は

　

要
予
約
）

▼
相
談
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
障
が

　

い
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
２
３（
６
８
７
）５
３
３
３

障
が
い
者
な
ん
で
も
無
料
相
談

ドリームス野球部員募集

　第２の野球人生をドリームスで。全国大
会を目指しませんか。

▼対象／ 37歳以上の方

▼申込み・問合せ先／武藤（監督）☎52 2427

「あなたの声」が
      野球場にこだまします !
　高畠町野球連盟では、主催大会時に選手
コール等のアナウンスをしていただける方
を募集しています。テレビ等を見て「ちょっ
とでもやってみたい」と思ったことのある
方ご一報ください。

▼問合せ先／大浦（事務局）☎52 2092

▼
受
験
資
格
／
昭
和
55
年
４
月
２
日

　

進
農
家
等

▼
申
込
締
切
／
３
月
６
日
㈮

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
○
㈶
や
ま

　

が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー　
　

 

　
　

☎
０
２
３（
６
４
１
）１
１
１
７

　

○
山
形
県
農
業
会
議

☎
０
２
３（
６
２
２
）８
７
１
６

▼
採
用
職
種
／
嘱
託
看
護
師
ま
た
は

　

嘱
託
准
看
護
師

▼
採
用
人
員
／
１
人

▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら
１
年

　

間（
更
新
可
）

▼
報
酬
等
／
当
法
人
規
程
に
よ
り
支

　

給（
社
会
保
険
あ
り
）

▼
採
用
方
法
／
面
接
試
験

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
コ
ロ
ニ
ー

　

希
望
が
丘
診
療
所（
田
中
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
46
２
３
８
３

▼
持
ち
物
／
身
体
障
害
者
手
帳（
手

　

帳
の
な
い
方
は
健
康
保
険
証
等
）

▼
場
所
・
問
合
せ
先
／
山
形
県
身
体

　

障
が
い
者
更
生
相
談
所（
山
形
市
）

　
　

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
９
７

　

以
降
に
生
れ
た
者

▼
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈬
〜
４
月

　

10
日
㈮

▼
第
１
次
試
験
日
／
５
月
17
日
㈰

▼
問
合
せ
先
／
東
北
地
区
国
立
大
学

　

法
人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

　

会
採
用
試
験
事
務
室

　
　

☎
０
２
２（
２
１
７
）５
６
７
６

　

http://w
w
w
.bureau.tohoku.ac

   .jp/shiken/
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お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

悩まず、迷わず、まず相談‼３月の相談３月の相談
相　談　名 内  容 相談日・曜日 時  間 場   所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日
４日、11日、18日、25日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎（51）1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
４日、18日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
11日、18日 13：00～15：00

法 律
( 予 約 制 ）各 種 法 律 相 談 第４水曜日

25日 13：30～15：30

教 育
( 予 約 制 ）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会学校教育課

☎（52）4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ５日㈭  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎（52）4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター（げんき館内）

地域包括支援センター
☎（52）4495

食事・運動相談
（ 予 約 制 ）

食事や運動など
健康に関する相談

第３木曜日
19日 9：00～12：00 げ ん き 館 健康福祉課健康推進室

☎（52）5045
障がい者（児）
支 援 相 談

身 体・ 知 的・ 精 神
障がいに関する相談

第３火曜日
17日

10：00～15：00
（受付14：00まで） 総合交流プラザ2階 健康福祉課福祉推進室

☎（52）4473
女 性 健 康
( 予 約 制 ）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日
３日、10日、17日、24日、31日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3205

思春期・青年
期こころの
相談（予約制）

思春期・青年期に見ら
れる社会的ひきこも
りや不登校・摂食障害

第１金曜日
６日 13:30～

置 賜 保 健 所
置賜保健所地域保健予防課

☎（22）3015
こころの健康
( 予 約 制 ）うつ等、心に関する健康

第２木曜日
12日 14:30～
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２６日 みかん風呂みかん風呂

効能は…漢方ではみかんの皮を干し
　たものを「陳皮ちんぴ」といいま
　す。日本でも、昔から寒い日には
　お風呂に入れて温まる風習があり
　ますが、陳皮に含まれるリモネン
　成分が作用し、お肌もつるつるに
　なります。
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３３月９日㈪・10日㈫月９日㈪・10日㈫

は施設メンテナンスのは施設メンテナンスの

ため休館となります。ため休館となります。
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